
この商品は中小企業庁、平成 24 年度
「ものづくり中小企業試作開発支援制度」
の補助を受けて開発しました。

バッテリーの保守を業務とされている方のために、使いやすくて
精度の高いバッテリー容量測定器を提供します。

測定結果グラフ電圧
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電動カート、ゴルフカート、フロア清掃機、AGV（無人搬送機）
フォークリフト、PCバックアップ電源、太陽光街路灯 etc.

バッテリー使用製品例

（＊）タイプを示す：(S) 自動充電 SW付き ,　（N) 自動充電 SW無し　（R) 抵抗体のみ [ 負荷抵抗器 ]・放電制御 BOX／ SDなし
  　製造上の理由により、抵抗値には５％程度のばらつきがあります。

製 品 一 覧 　（１２V,２４V, ３６V, ４８V)

仕 様 概 要

2連Nタイプ
　(2000W以上対象）

警告：適用バッテリー電圧以上で使用しないでください。機器の損傷と過熱による火災の危険性があります。

S タイプ標準

Rタイプ

高電力 Sタイプ

有限会社　浜松コンピューティング　

液晶 (電圧・時間交互表示）

マイコン
スタートスイッチ

内部構造（ＨＢ１２－４Ｓ）

ブザー

放電抵抗

鉛バッテリーは、過放電して低電圧で持続すると著しく劣化することが分かっています。放バッテは、測定による電池の劣化を少なく
するために、JISで決まっている「鉛蓄電池の放電終止電圧」で放電が止まるようになっています（下表参照）。
Ni-MH, Li-ion電池については、下記の電圧が適合していれば動作しますが、バッテリーの放電適合性については不明なため、バッテリーメーカー
にご相談ください。Li-Ion電池等のテスト、研究用に電流値、設定値の変更も承ります（別途料金 )。
<バッテリー区分>
　　接続時の初期電圧により、プログラムで表示電圧、終止警報電圧、終止電圧等を自動で変更します。

初期電圧範囲 機器の基準 終止警報電圧 放電終止電圧

１０．５V～２１．０V １２Vバッテリー １１V １０．５V
２１．０V～３１．５V ２４Vバッテリー ２２V ２１V
３１．５V～４２．０V ３６Vバッテリー ３３V ３１．５V
４２．０V～６０．０V ４８Vバッテリー ４４V ４２V

動作→ 起動時に表示 ブザー５回 ブザー３分

報告書作成ソフト「放バッテグラフ」の動作条件 :
　  ・WindowsPCで Excel2007以降のバージョンがインストールされていること。
　　・Excelでセキュリティブロックの解除がしてあること。

添付品 :
　  ・専用SDカード（２ＧＢ）[報告書作成ソフト（放バッテグラフ）が保存 ]、ＳＤカードリーダー、取扱説明書
　　　（HB24タイプには、電池直列補助ケーブル添付）

17120517

R

特許出願済
　番号 2017-172523

詳細” www.hou-bat.jp”

測定結果グ電圧

終止電圧：

S-タイプ N-タイプ R-タイプ

HB12-2* 12 20 0.57 300 137,000 128,000 20,000 小型電池用

HB12-4* 12 40 0.28 550 147,000 138,000 24,000 12V　標準型

HB12-4C* 12 ↑ ↑ ↑ 137,000 128,000 - 自動車用（11.0V放電停止）

HB128-4* 12（8） ↑ ↑ ↑ 152,000 143,000 - 12V/８V対応型（ゴルフカ ート）

HB24-4* 24(12) 36 0.6 1000 170,000 161,000 38,000 電動カ ート等

HB24-4SR 24(12) 36(5)↑ 0.6(5.5） 1000(120) 190,000 181,000 48,000 電動カ ート専用,Ni-MH 120W切替可能

HB36-4* 36(24) 40 0.93 1,600 178,000 168,000 45,000
HB48-D6* 48(36) 67 0.74 3,500 別途 198,000 78,000 2連、ゴルフカート、フォークリフト対応

（A)(Ω)(W)は参考値（電池状態、温度、加工により変化する）

型　番
対応電圧

(自動選択)
電流(A)

抵抗値

(Ω）
放電電力

(W) 備　　考
販売価格（税別）

SW BOX

保証制度 “HB24-4*” を２４V仕様の電動カートに使用して、バッテリーに損傷が認められた場合は、新品または
同等品と交換いたします（ただし国産品に限定）。

電子スイッチ (充電用・OP)

空冷 FAN



・新品バッテリーを満充電にして、標準放電時間（St) のデータを作ります。

・測定するバッテリーを満充電にして、放電させ St との時間比較で劣化度が分かります。

・測定されたデータは SD カードに保存され、パソコンの Excel（VBA) で自動で報告書化されます。

①満充電にしたバッテリーを接続するとマイコンが起動して、SD カードの有無、現電圧チェックを行い画面に

　結果を表示。２４V 仕様の場合、１２V バッテリーの測定も可能（同一抵抗を使用のため、約２倍の放電時間）。

②放電（記録）開始は、[START] ボタンを押す。*1

　（SD カードへ記録しない場合は、[START] ボタンを３秒以上長押しすると強制放電される。）

③画面に「現電圧」と「放電経過時間」が交互に表示される。

④強制的な放電中止は、[END] ボタンの長押し。

⑤放電完了約９０％（１２V バッテリーの場合、１１.０V）になるとブザーが５回鳴り、放電終了間近を知らせる。

⑥終止電圧（１２V バッテリーの場合、１０.５V）になると、放電が終了し、ブザーが３分間鳴動。*2

⑦SD カードを本体から外して、パソコンで「放バッテグラフ」を起動して報告書の作成を行う。

⑧パソコンを使わない場合は、画面に終了までの経過時間が表示されているため、バッテリーをはずす前に記録する。

ファイル名と気温の入力で、２５℃に温度換算

された放電カーブの描かれた報告書が瞬時にできる。

また、ここで入力した「メモ」はそのまま報告書に

反映される。

報告書では、測定時間を温度補正をして基準時間に対しての比が分かり劣化度が判別できる。

また、積分計算された放電容量（AH）等も自動で計算される。

ベースが Excel フォーマットで、自社名、テスト条件等の追記と修正、ファイル名を付

けて自由に保存ができる。

その他、企画から基板設計、ソフト開発、製造まですべて自社で

行っているため、このような基板開発、マイコン

プログラム作成も承ります。

大容量放電器の例（試作品）

・初期導入時に標準サンプルバッテリーを送っていただければ、販売する機器と当社の２５℃

　恒温槽を用いて充電と放電を行い標準値を測定します（有料）。

・３点以上のデータをいただければ、最小二乗法により固有の温度＿容量曲線（３次曲線）を

　作成します（有料）。

・抵抗値（電流値）、終止電圧の変更、報告書へのにロゴ入れ、レイアウト変更を変える等の

　ご要望を承ります（有料）。

・「START] ボタンを押すと放電が開始、1 秒ごとに画面に経過時間と電圧が交互に表示されるとともに、データ

　が SD カードに保存される。

・終止電圧になると自動で放電を中止するためバッテリーに優しい（１C 程度で放電）。

・放電中止と同時に、充電電源を ON とするため、自動充電が可能（放電回路は OFF となっている。オプション）。

・SD カードのデータは添付専用ソフト（放バッテグラフ）で簡単に放電カーブとしてグラフ化（Excel 入り PC にて）。

・放バッテグラフに気温を入力すると温度補正される（２５℃換算）。

・コントローラの電源をバッテリーから取るため、どこでも測定可能。 

・半導体スイッチの採用で、大電流のオン - オフで火花が出ない。

・アルミベースで軽量コンパクト（ＨＢ１２－４Ｓの場合、約１．９Ｋｇ）

基本原理

操 作 手 順 と 動 作

特 徴

導 入 支 援 ・ 開 発

報告書の自動作成例　（新品例）メニュー画面

放バッテグラフ（添付ソフト）

バッテリー　測定結果

ドライブ ファイルNo. 0002 2017/11/27 11:31

測定日( / ) 6/10

時刻(  :  ) 10:00 補正前 補正後 型番 型番＊＊

気温 ℃ 25 0:35:09 0:35:10 基準時間 0:35:01

係数 1.00 100.4% 100.4% ←容量

初期電圧(V) 26.53 本体抵抗値（Ω）

電圧(V[1秒]） 24.63 初期／平均電流（A) 35.2 32.7

 ↑　(V[15秒]） 23.61 内部抵抗(mΩ）* 54.0

放電容量（AH) 19.16

仕様等メモ

12.86 V

HCOM Ver.12a_170127

®HCOM

test

f:

STD放電時間

     *（初期V－1秒後V）／A×1000
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放電特性(V)

(時間)

コントローラ

SDカード
放電　    SUB 

００：２５：２８
ＲＥＣ．

START　      END

温度補正　（１ＣＡ）
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容量比

＊2: 自動充電電源 SW付きの場合
　・ACプラグをコンセントに接続する。
　・機器の充電器を放バッテの ACコンセントに差し込む。
　　放電が終了すると、放バッテの ACコンセントに１００V
　　が出力され充電が始まる（MAX５００W)。

＊1: 直列接続の場合、バッテリー間の接続ケーブルの電流容量
　　が放電電流に耐える容量かの確認をすること。

PIC マイコン

放電容量（AH )

経過時間

電圧

診断結果（％ )

温度補正係数
     （自動計算）


